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コレクション拝見

小判切手のカタログコレクション（Ⅰ）
井戸垣 俊弘
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図１】 太政大臣布告・明治１９年第59号（1877.8.18）。旧小判10銭・30銭・45銭の

スミ点付3種貼り付け
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図２】 文化版の切手発行解説書とみほん切手の例
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図３】 旧小判切手の高額５種。50銭（木綿・粗紙）は未入手
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図４】 白抜き記番印のリーフ。「イ一（東京）」印は小判切手では未確認
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図５】 小型ボタ印の鏡字を含めた全局揃え（台切手は旧小判2銭・紫）
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図６】 大型ボタ印の額面揃え
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図７】 白抜き記番印「子一（大坂）」と「イケ一（箱館）」のエンタイア。後者は現存数２０通

程度の貴重品で，この明治９年１２月１５日便が最終使用例である
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図８】 丸一型日付（下部空欄）印の郵便使用を示すエンタイア。左は，差出印だけ下部空

欄，右は差出印・到着印共に下部空欄
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【図９】 不足印のエンタイア。左は不定形の「税不足」印，右は僻地便における「先払又は

不足」印
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コレクション拝見「小判切手のカタログコレクション（１）」 井戸垣 俊弘

【表１】 小判切手の額面別の用紙リスト（○は未入手・●は入手済み・△は未使用のものは

未確認）


